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平成１９年３月期

中間決算説明会

06年11月27日
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▲１社

（非連結子会社）

連結の範囲及び持分法の適用

連結子会社

持分法適用会社

（関連会社）

当中間期

１３ 社

３ 社

(２ 社)

(１ 社)

前 期 増 減

１２ 社

４ 社

(３ 社)

(１ 社)

＋１社

国内子会社 １４社 決算月： ３月
海外子会社 ２社 決算月：１２月

前期からの異動

森永エンゼルカントリー㈱ 持分法→連結子会社

業種：ゴルフ場の経営 セグメント：不動産・サービス
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2006年度経営戦略・中間期レビュー①

生産体制新構築を段階的に推進し、原価低
減をめざす

原材料の高騰に対応し、購買力を強化する

IT、人材、設備、新規事業などに対する投資
を積極的に行い、将来にわたる事業基盤の
強化を図る

1

2

3
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次期主力品の育成に注力する5

現業の進化

主力ブランドの構成比を高め、収益力の向上
を図る

4

2006年度経営戦略・中間期レビュー②

上海でのハイチュウ事業の基盤を固め、事
業規模拡大に向けたとりくみを進める

1
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新市場の創造

少子高齢化、健康をキーワードとした高付
加価値商品の開発、育成を進めるとともに、
「天使の健康」シリーズなど通販事業の強
化を図る。また、新市場の創造に積極的に
取り組んでいく
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中間期業績概況

1.39倍－1,7624,7532,991営業利益
連

結

7,846－6,7561,090中間純利益

－1,4253,5812,156経常利益

－1,2583,4032,145営業利益
製
菓
単
独

－2,204

97.1%

74,81672,612売 上

1.31倍7,233－5,8021,431中間純利益

1.35倍－1,8844,7972,913経常利益

1.15倍－1,350

98.4%

84,80283,452売 上

連単倍率前年比較前中間期当中間期

（単位:百万円）
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中間期【連結】セグメント別売上高
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前中間期
当中間期
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（１０１．９％）
１，３１９
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上段：単位 百万円

下段：前年同期比

セグメント別では食料品製造
事業が最も大きな構成比を
占めています
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中間期【連結】セグメント別営業利益

売上

営業利益ｰ17億

848億

(億円)

834億
食料品 －15億
卸売飲食店 ＋2億
不動産 －1億

－14億

営業利益
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前中間期 47億 当中間期 30億

食料品
食料品
ｰ17億

卸売飲食店
ｰ1億

卸売飲食店

不動産

不動産 +1億

主力の食料品製造事業が前
年を下回り、利益面にも影響
を及ぼしました
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中間期【製菓単独】 部門別売上高
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１４，４１４
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１２，３７４

（９３．９％）

上段：単位 百万円

下段：前年同期比

２，２１３

（８２．３％）

菓子部門ではハイチュウ、
健康部門ではウイダーｉｎ
ゼリーといった主力ブラン
ドが苦戦しました
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チョコモナカジャンボ

(億円）

菓子
主力ブランド

森永ビスケット

チョコボール

ダース

小枝

ハイチュウ

ココア

インゼリー

96%

99%

98%

95%

103%

97%

その他食料品

その他

主力品
99%

構成比
50.0％
(＋1.2％)
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中間期【製菓単独】 売上ポートフォリオ

前中間期 当中間期

ハイチュウ、ウイダーｉｎゼリー
は苦戦しましたが、主力ブラ
ンドの売上構成比は前年比
で1.2％上昇し、50％となりま
した
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05年度

中間期【製菓単独】経常利益増減要因

(億円）

06年度
10
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35.8億

21.6億

売上減少
(97.1%)
▲11.08億

原価上昇
▲4.08億

販売費等の低減
＋3.18億

一般管理費
増加
▲0.57億

経常利益減
▲14.3億

営業外損益悪化
▲1.68億

粗利益減少
▲14.2億

売上高の減少、原価の上昇が
利益の圧迫要因となりました
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通期業績予想

1.06倍－5578,9878,430営業利益

連

結

7,709－3,4094,300当期純利益

－1177,9177,800経常利益

177,9237,940営業利益

製
菓
単
独

－359

99.8%

151,759151,400売 上

1.00倍7,118－2,8184,300当期純利益

1.05倍－5938,7938,200経常利益

1.14倍980

100.6%

170,920171,900売 上

連単倍率前年比較前期通期予想

(単位:百万円)
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チョコモナカジャンボ

98%

(億円）

菓子
主力ブランド

森永ビスケット

チョコボール

ダース

小枝

ハイチュウ

ココア

インゼリー

101%

102%

99%

104%

100%

その他食料品

その他

主力品
102%

構成比
49.6％
(+1.3％)

前期

1600

800

600

400

200

0
当期

通期【製菓単独】 売上ポートフォリオ計画

主力ブランドを中心に、新製
品の投入、チャネル対策の
強化を図ってまいります
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110

1,709億 1,719億
食料品 ＋8億
卸売飲食店 ＋4億
不動産 －2億

+10億

売上

営業利益

食料品

通期連結セグメント別営業利益予想

（億円）
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食料品
ｰ4億

卸売飲食店 －1億

不動産 +1億

営業利益

ｰ5億

消去・その他 －1億

ＩＴ、人材、設備、新規事業な
どに対する投資を計画どおり
実行し、経営基盤の強化を
図ります
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下期の重点戦略＜現業の進化＞

主力ブランドを中心に売上規模の
拡大を図り、収益力を向上

生産体制新構築を着実に前進

原材料の高騰への対応を強化

積極的な投資を行い、将来にわた
る事業基盤を強化

積極的な投資を行い、将来にわた
る事業基盤の強化を図る次期主力品の育成に注力

チャネル別戦略の
強化

引き続きテーマを
検討

情報収集とローコスト
オペレーションの強化

IT・人材・設備・新規
事業などへの投資を
計画通り実施

・カレ・ド・ショコラ
・プロテインバー
・ゼリーバー 等
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下期の重点戦略＜新市場の創造＞

「天使の健康」シリーズの通販事
業強化と、新市場の創造に向けた
研究開発の推進

ハイチュウ事業の基盤強化と事業
規模拡大に向けたとりくみの推進

他地域への展開を
視野に入れながら引
き続きハイチュウの
認知度を上げ、上海
市場を中心に市場
の確立に注力

清祥茶房の地上波
CMの展開など、さら
なる顧客の拡大を図
る
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チョコモナカジャンボ

(億円）

菓子
主力ブランド

森永ビスケット

チョコボール

ダース

小枝

ハイチュウ

ココア

インゼリー

101%

106%

105%

105%

106%

102%

その他食料品

その他

主力品
105%

構成比
49.1％
(＋1.3％)
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下期【製菓単独】 売上ポートフォリオ計画



9

17

下期【連結】損益計画

ｰ1152,9842,869
当期（下期）

純利益

1,2913,9965,287経常利益

1,2054,2345,439営業利益

102.7％86,11888,448売上高

前同比
（前同比較）前 同予 想

（単位：百万円）
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菓子業界 需要喚起のメッセージ

菓子の需要喚起に向けて、
業界をあげて取り組みを進
めてまいります
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【製菓】コミットメントライン 総額 10,000

借入実行残高 4,000

借入未実行残高 6,000

単位：百万円

当中間期末 前期末 増 減

総 資 産 140,054 131,404 8,650

流 動 資 産 53,608 45,842 7,766

固 定 資 産 86,445 85,562 883

流 動 負 債 50,140 40,902 9,238

固 定 負 債 33,889 34,164 -275

少数株主持分 － 705 -705

純 資 産 56,023 55,632 391

自己資本比率 39.5% 42.3% -2.8%

有 利 子 負 債 18,783 18,829 -46

純有利子負債 11,575 11,388 187

受取手形及び売掛金
4,916

たな卸資産 2,551

有形固定資産 1,378
投資有価証券 ▲524

（評価益の減）

“中間期末日金融機関
休日による「売上債権
及び買掛債務・未払金」
の増”

支払手形及び買掛金
3,872

未払金 1,890

中間期【連結】貸借対照表要約

当中間期 前中間期 増 減

営業活動によるＣ／Ｆ 3,407 2,706 701

投 資活動によるＣ／Ｆ -2,225 -1,833 -392

財 務活動によるＣ／Ｆ -1,457 -782 -675

現 金・現金同等物為替換算額 -7 15 -22

現 金・現金同等物増減額 -282 106 -388

現 金・現金同等物期首残高 6,425 4,875 1,550

連 結範囲変更による増加額 49 65 -16

現 金・現金同等物中間期末残高 6,193 5,047 1,146

《 主な内容》

営業活動によるＣ／Ｆ

税金等調整前中間純利益 2,544 -7,188 9,732

減 価償却費 2,191 2,188 3

減 損損失 － 12,195 -12,195

売 上債権の増減額 -4,912 -81 -4,831

た な卸資産の増減額 -2,546 -2,204 -342

仕 入債務・未払金の増減額 5,747 313 5,434

投 資活動によるＣ／Ｆ

有形固定資産の取得 -2,013 -2,443 430

財 務活動によるＣ／Ｆ

長短借入金 (純額 )の増減額 -44 655 -699

配 当金の支払額 -1,350 -1,351 1

（単位：百万円）

中間期【連結】キャッシュ・フロー計算書要約


